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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名  彦根市立城西小学校                       

  種 別 □保育園・幼稚園  ■小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒５２２－００６４  

       彦根市本町三丁目３番２２号                              

  E-mail  jyosei@mx.hikone.ed.jp                       

  Website                       

  児童生徒数  男子 ２１５名   女子 １９３名  合計 ４０８名 

        児童・生徒の年齢６歳～１２歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ■ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

■ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

■ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

本校は、校内研究主題「世界に目を向け、豊かなつながりの中で、未来にたく

ましく生きる子どもの育成」をテーマに、「国際理解」「伝統文化」「環境」に視点

をおき、ESD 教育の推進を進めている。今年度は、ユネスコスクールとして、ＥＳ

Ｄ教育の推進として、「地域教材の開発」「思考力の育成」「ＥＳＤの視点に基づく評価」

「実践力の育成」を重点項目として、ＥＳＤの視点にたって総合的な学習の時間の年間計

画の見直しを図り、地域に根ざした取組を各学年で進めた。 

 

①【ＥＳＤ教育推進の全体像】 

 

 

②地域学習の充実（生活科・総合的な学習の時間を中心とした実践） 
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学 年 

 

伝 統 文 化 

 

自 然 環 境 

 

 

１年生 

 

 

季節のあそびの発展として、

昔のあそび体験をし、昔から

伝わる遊びのおもしろさが実

感できる取組を行った。 

 

学校や地域の公園での遊びや自然

物を使った遊びを通して、季節感を

味わう取組を行った。 

 

 

 

 

２年生 

 

 

「町たんけん」を通して、彦

根城を中心とした校区の特徴

やよさを感じ取る取組を行っ

た。 

生き物となかよしになる活動や季

節をかえての町探検を実施し、季節

による身の回りの生き物や町の様

子のちがいを感じた。また、一人一

鉢での野菜作り（トマト栽培）を通

して、植物の変化や成長の様子に関

心をもった。 

 

 

 

 

 

３年生 

校区を知る活動を通して、昔

の町並みを再生する取組が行

われたキャッスルロード商店

街について関心をもち、店調

べやインタビューをしたり、

自分たちにもできることにつ

いて考え、「キャッスルロード

活性化案」を提案したりした。 

校区探検から、地域にある公園の

木々や芹川の自然の変化に関心を

もった。 

理科では、季節ごとに校内の木々

や生き物の生長や変化を観察し

た。 

 

 

 

 

４年生 

彦根城について自分たちの視

点で調べたり見学したりし

た。調べた城の特徴や工夫に

ついて、一般の観光客に分か

りやすく説明するためにポス

ターなどにまとめ、彦根城の

ガイドをした。また、これを

きっかけに、奈良県の都跡小

学校とも、文化遺産について

の交流を行った。 

彦根城調べでは、歴史的な観点だ

けでなく、オオトックリイチゴや

彦根山の木々など、彦根城周辺の

自然にも目を向けるようにした。 

荒神山合宿の自然体験学習では、

木々を使った製作、自然のなかで

のウォークラリー等の取組を行っ

た。 

 

 

 

５年生 

武具制作に由来する仏壇産業

のなかの金箔押しなど、彦根

で受けつがれている伝統的な

ものについて体験を通して調

べ、伝統工芸のよさを感じる

とともに、地域の歴史の深さ

を実感した。 

フローティングスクールの取組や

彦根城の城山を中心に、地域の環

境学習に取り組んだ。城山プロジ

ェクトとして、城山の植生につい

て、観光客や地域の人々に発信し

たり、キャラ弁当を考案して、植

生のよさを訴えたりした。 
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③取組の成果と課題 

（成果） 

○地域教材を中心に取り扱うことにより、子供たちの学びに対する意欲が高まっ

た。また地域教材は，地域の人々が大切にしているものが多く、「子供たちの学

習の成果＝地域の人々の願いの実現」という面があり、ゲストティチャー等で、

地域の方々とのつながりを深めることができた。  

○学びの成果を、地域の方々と関わって発信することにより、子供たちの地域へ

の関心が高まり、地域へ働きかける活動が充実してきている。 

 

（課題） 

○学習のなかで、思考力を高めるために、思考ツールを活用してきたが、ある程

度の効果は見られるが、教師自身が、６カ年を見通した、より具体的な子供の

姿の共通理解を図り、系統的に指導を進める必要がある。 

○ＥＳＤの視点に立って、より地域、子どもの実態に即した地域教材の開発を進

めていくことが必要がある。 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 

 

 

 

６年生 

井伊直弼公にまつわる、湖東

焼き体験、茶道体験、華道体

験、狂言発表などの体験活動

や、社会科とも合わせて「開

国」の決断を下した直弼公に

ついて話し合う活動を通し

て、井伊直弼公の生き方につ

いて考え、伝統文化を受けつ

いでいく大切さを感じた。 

（理科） 

空気・水・栄養などの面から、地

球上の生物とヒトとのつながりを

考え、環境保全に向けての意識を

高め、自分にできることを提言と

してまとめた。 


